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新 産 兒 ノ 「レ ン ト ゲ ン」學 的 研 究

(第4報)

新産 兒骨 折 特 ニ脊 椎 及 ビ鎖 骨 々折 ニ就 テ

岡山醫科大學産婦人科教室(主任八木教授)

醫學士　 山 本 英 雄

[昭 和11年1月20日 受 稿］

Aus der Frauenklinik tier okayama Medizinischen Fakultat

(Vorstand: Prof. Dr. H. Yagi).

Rontgenphotographische Untersuchungen der Neugeborenen

(4. Mitteilung).

Uber die Kuochenfraktur der Wirbelsaule and 

des Schlusselbeins der Neugcboreuen.

Von

Dr. Hideo Yamamoto.

Eingegangen am 20. Januar 1936.

Der Geburtsakt ubt gewohnlich ein 

Trauma auf den Negeborenenkorper aus, 

wie man es z. B. in der Deformitat des 

Kopfes sieht. Geringfugige Traumaein

wirkungen, wie Exkoriation der Haut, 

Geburtsgeschwulst u. a. halt man fur 

physiologisch and solche Insults, die das 

Leben oder die Gesundheit der Neuge

borenen gefahrden, kommen uns in Bet

raebt, z. B. Schadeltrauma mit der in

trakranielleu Blutuug, Nervenquetschun

gen verchiedenener Teile u. s. w. Die 

Schadel-und Nervenverletzungen wurden 

schon ausfuhrlich mitgeteilt, aber die 

Frakturen des Skelettsystems sind noch 

wenig studiert.

Der Verfasser hat sich mit der ront

genphotographischen Untersuchung der 

Neugeborenen seit Juli, 1933 beschaftigt 

and unter 90 Fallen 2 Frakturfalle gefun

den. Der eiue Fall haudelte sich um die 

Fraktur des Halswirbels mit todlicher
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1216 山 本 英 雄

Blutung and der andere. um die Frak

turen der Hals- und Brustwirbel and des 

Schlusselbeins. Die beiden Fallen eut

standen wegen forcierter Extraktion bei 

Beckenendlagen. Der Verfasser legte

 den Mechanismus der Verletzungen und 

die Bedeutung in der weiteren Eutwick

lung des Kindes auseinander.

(Kurze Inhaltsangabe.)
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1,緒 言

母體内 ニテ ヨク保存,保 護 セ ラレテ發育 セ

シ胎兒 ニモ出生 ノ瞬間 ニ ハ常 ニ一定 ノ危險 ニ

曝 サ レ,甚 シキ時 ハ其 ノ生命 ヲモ犠牲 ニ供 ス

ルニ至 ルナ リ.故 ニ分娩 ハ畢竟胎 兒ニ トリテ

ハ一 ノ胃險事 ニ シテ,新 産 兒ニ對 シテ種 々ノ

損傷 ヲ與 フルモノナ リ,而 シテ之 ガ原因 ヲナ

スハ分娩時 ニ發生 スル カ,即 チ胎兒身體 ニ作

用 スル外 力ニ外ナ ラズ シテ,此 力ハ分娩機 轉

ヲ構成 スル三因子 タル産道,娩 出 力及 ビ娩出

物 ノ相互 關係 ニ ヨリテ強弱様 々ニ シテ,且 時

ニハ此 自然 力ノ他 ニ人工的 ニ鉗 子,牽 引,用

手壓迫等 ノカ ヲモ添加 セラ レテー層 増強 セラ

ルル場合 ア リ.換 言 ス レバ分娩 ハ必 ズ外壓 ヲ

件 フモノニ シテ,斯 カル外壓 作用 ヲ蒙 リテ出

生 スル新 産兒 ノ殆 ド總 テハ多少 ノ損傷 ヲ免 レ

ズ ト雖 モ,單 ナル表皮剥離,産 瘤形 成若 クハ

輕度 ノ裂傷 ノ如 キハ何 等ノ處置 ヲ施 ス事 ナク

シテ其 ノ儘 ニ放 置 スルモ自然治癒 ヲ營 ムモ ノ

ナ レバ臨 牀上分 娩損傷 トシテハ取扱 ハズ,寧

ロ生理的 ノモ ン ト想定サル.從 ッテ分娩損傷

(Geburtstrouma)ト ハ 一般 ニ狭義 ノ損傷 ヲ

意味 スルモノニ シテ,就 中,頭 蓋内出血,頭

血腫,骨 折及 ビ麻痺等 ガ主 ナルモノ ト考ヘ ラ

ル.之 等 ノウチ頭 蓋内 出血 ニ關 シテハ本邦 ニ

於 テハ多數 ノ剖檢及 ビ實驗 ヲ基礎 トセル恩師

八 木教授 ノ詳細 ナル研 究 アリテ,新 産兒身體

内,外 部 ニ生ズ ル分娩損傷 中最 モ頻發 シ,且

最 モ重 篤ナルモノナ リ ト釋明 セラレ,大 イニ

諸 家 ノ注 意 ト興味 トヲ喚起 セシ所 ナ リ.泰 西

ニ於 テモYlppoハ 小 兒科 ニ於 テ, Zappertハ

精 神科 ニ於 テ, Schwartzハ 病 理學 ニ於 テ,

 Vossハ 耳鼻科 ニ於 デ, Jlgersheimerハ 眼 科

ニ於 テ, Jaschkeハ 産科 ニ於 テ分娩損傷殊 ニ

頭蓋内出血 ニ就 テ論述 セ リ.頭 蓋 内出血 ノ分

岐 トモ見ル可 キ頭血腫 ニ關 シテハNaujoksノ

實驗 的研 究, Hatschekノ 病 理組織學的研 究

及 ビ最近 大島 ノ統計的觀察等 ア リ.分 娩麻痺

ニ就 テハReuss及 ビKehrer等 ノ業績 アリ.

殊 ニKehrerハ 上 肢麻痺 ニ就 テ ノ精細ナル著

述 ヲ完成 セ リ.然 ルニ分娩損傷 トシテノ新産

兒骨折 ニ關 スル纏 響タル記 載ハ 甚 ダ尠 ク,唯

單 獨ナル報告例 トシテ外國 ニ於 テ稍多 キ感 ヲ

與 フルモ,我 國 ニ於 テハ之 又極 イテ寥 々タ リ.

殊 ニ脊柱 及 ビ鎖骨 々折 ニ於 テ然 リ.事 實 今日

迄 本邦 ニ於 テハ斯 カル不 祥事 ヲ缺 キタルモノ

トセンカ,之 レ以 テ吾 人ノ誇負,欣 快 ノ至ナ
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ラ ンモ,若 シ不注意ニ看 過サ レ,或 ハ報告 ヲ

怠 リタルモノ トセ ンカ,以 テ遺憾 ノ極 ナ リ.

余 ハ昭和8年6月 「新 産見 ノ「レン トゲ ン」學

的研究』 ニ着 手 シテ以來,既 報 ノ如 キ新産兒

ノ胸部諸臟器 ノ「レン トゲ ン」所見(岡 山醫學

會雜誌,第49年 第1號 及 ビ第2號 掲載)ノ 他

ニ, 90例 ニ於テ新産 兒 ノ發育過程上,將 又將

來社會問題 トシテ重 大ナ ル意義 ヲ存 スル分 娩

損傷,就 中新産兒骨折 ニ就 テモ「レン トグ ン」

學的探索 ラ繼續 シタル ニ,新 産兒骨折 中最 多

ナリ ト云 ハル ル四肢骨 々折 ハ之 ヲ得 ル事能 ハ

ズシテ,次 ニ記 載 セル如 キ文獻 ニ徴 スルニ稀

有ナ リト云ハ ルル2骨 折例 テ得 タ リ.即 チ骨

盤位分娩用手挽出術 施行 ニ當 リテ惹起 セ ラレ

タル高度 ノ頸椎 破壊例及 ビ胸,頸 椎竝 ニ右側

鎖骨々折合 併例 ニ不幸遭遇 セルテ以 テ竝 ニ遺

憾乍 ラ實驗例 テ簡 單ニ報告 シ,聊 カナ リ トモ

分娩介助上 ノ参考 ニ供 シ,併 セテ識 者諸彦 ノ

御高教ヲ仰ギ得バ最幸トスルモノナリ.

2,實 驗 例

第1例

S. M. 23歳.初 産婦

家族歴　遺傳的疾患ヲ認 メズ.産 婦ハ生來健康

ニシテ著患ヲ知ラズ.唯 兎唇 ノ手術創痕ヲ認ムル

ノ ミ

初潮14歳.以 來順調 ニ反覆 シ其ノ 持續3乃 至

4日 間,何 等 ノ障 碍 ナ シ. 21歳 ノ「時 健康 ナ ル 男 子

ト結 婚 シ,花 柳 病ニ 罹 リ シ事 ナ シ ト云 フ.

令 囘 ノ妊 娠 ハ 最 終 月 經 昭 和9年4月13日 ヨ リ

3日 間持 續 シ,平 素 ト變 リナ シ.同 年5, 6月 頃 二

輕度 ノ惡阻 症 状 ヲ覺 エ,胎 動 ハ8月 末 ヨ リ感 ジ今

日ニ至 ル.

初診　昭和10年1月16日

2, 3週 前ヨリ下肢ニ浮腫 ヲ認,漸 次増惡 シテ

數日前ヨリハ歩行困碓 ヲ來シタルニヨリ本日初メ

テ當科ヲ訪レタルナリ.

診斷　妊娠腎.妊 娠10箇 月双胎妊娠?

尚 ホ分娩豫定日ハ昭和10年1月17日 ナルヲ以

テ分娩誘導ノタメ即日入院治療 ノ必要ヲ説キタル

ニ肯 ゼズシテ一先歸宅シ,數 日後即チ豫定日ヲ過

ギタル1月21日 入院セリ.

入院時所見　産婦ハ數日來咳嗽發作及ピ呼吸困

難ヲ來シ.爲 メニ睡眠ハ妨ゲラレ不安状態ニアリ.

胸 部ヲ聽診スルニ兩肺葉全面ニ於テ〓音著明ニ聽

取セラル.浮 腫ハ全身殊 ニ下半身ニ於テ顯著ニ認

メラレ,歩 行ハ甚シク障碍セラル.腹 圍(臍 高)

95cmニ シテ,子 宮底ハ剣状突起下2横 指徑ニ達

ス.腹 部ヲ觸診スルニ浮腫強度ナルヲ以テ其 ノ所

見歴然 タラザルモ,兒 頭 ト覺 シキモノヲ右上部及

ピ左下部ニ觸知ス.胎 兜心音ハ臍窩 ノ周圍何處ニ

於テモ同様ニ聽取セラレ,共 ノ数毎分136ヲ 算 ス.

即チ初診當時ノ如 ク依然双胎妊娠 ヲ疑ハシムル所

見ナレバ,直 ニ「レントゲン」診断ヲ試 ミテ第1骨

盤位ノ單胎妊娠ナル事ヲ確定セリ.骨 盤計測ヲ行

フニ,強 度 ノ浮腫 ノタメ測定値ハ孰レモ過大ニ算

セラル.即 チ棘間經24cm,櫛 間径27cm,大 轉 子

間30cm,外 結 合線20cm,左 右外斜径23cmナ

リ.

分娩經過　入院後陣痛 ノ發來ナク,下 腹部及ピ

下肢 ハ浮腫ハ利尿.強 心劑ノ應用ニモ拘ラズ減退

ノ徴全クナク却テ増強シ,腹 圍増大 シテ97㎝ ト

ナリ,外 陰部 ノ浮腫 モ亦頗ル高度 トナリテ内診指

ノ挿入甚困難 トナレリ.加 フルニ尿蛋白ハ増量ス

ルノミナリ.依 テ翌1月22日 「プジー」挿入ヲ試

ミタルニ呼吸困難ハ益々劇 シクナリ、尚ホ咳嗽發

作頻發シテ遂ニハ喀血スルニ至 リタレパ止ムナク

「ブジー 」挿入ヲ中止シ,暫 ク安静ヲ與ヘテ一般状
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1218 山 本 英 雄

態 ノ恢復ニ努ムル事 トセリ. 1月23日 午 後1時 ニ

至 リテ初發陣痛 ヲ見タルモ輕微不規則ニシヲ遲々

タルモノナレパ,同 午後3時 「メトロイ リンテル」

ヲ挿入セリ.之 ニ依テ陣痛ハ稍増強セラレ, 6時

間後ニハ自然排出ヲナシ,續 イテ同午後11時 半 自

然破水セリ.然 ルニ此間ニ産婦ハ視力障碍 ヲ訴フ

ルニ至 リ遂ニハ辛ジテ手動ヲ辨ズルノミトナリ,

血壓ハ最高150,最 低100ヲ 算 セリ.而 シテ破水

後陣痛ハ再 ビ徑減シテ陣痛微弱ニ陷 リ,翌24日 朝

ニハ全 ク消退セリ.午前10時 内診スルニ子宮ロハ

4横 指徑開大シ子宮腟部邊縁ハ尚ホ1cm遺 存 シ,

此部モ亦浮腫著明ニシテ伸展性乏シ.先 進部ハ胎

兒 ノ後在右足ニシテ坐骨棘 ノ下部約1cmノ 部 ニ

觸知ス.胎 兒心音ハ毎分142ヲ 算 シ,整 順ナリ.

依 テ硫規,箆 麻子油療法ヲ試 ミテ陣痛催起ヲ計 リ,

更 ニ脳下垂體後葉製劑「ヒンテリン」ノ分割注射ヲ

モ添加 セシニ唯輕微ナル陣痛約30分 間誘發セラ

レタルノミニシテ増強スル事ナク中止セリ.此 時

先進セル胎兒後在右足ハ殆 ド腟 口ニ逹シタルヲ以

テ,之 ヲ牽引荷重シ尚モ陣痛誘起ニ努メタリ.然ル

ニ胎兒心音ハ爾後漸家動搖ヲ來シヲ不整 トナリ,

生命ノ危險大ナルヲ思ハシメ,他 方産婦ニ於テモ

數日來 ノ不眠,食 慾缺損ノタメ疲勞,脱 力甚シク

加フルニ高度ノ呼吸困難ニヨリ殆 ド正座呼吸ヲ營

ムニ至 リタレパ,遂 ニ萬策盡キテ分娩 ノ速了ヲ餘

儀ナクセラレ,於 是母子ノ急 ヲ救ハント不全足 位

用手挽出術ニ着手セ リ.先 ヅ後在セル先進右足 ヲ

把 ヘテ之ガ前方廻轉 ヲ行ヒツツ右圓〓部ヲ牽引挽

出シ,次 デ他足 ノ挽出ヲ行 ヒシ時,外 陰部ハ強度

ノ浮腫 ノタメ抵抗強 ク,伸 展性ニ乏 シケレパ既ニ

會陰裂傷ヲ招來セリ.次 デ漸クニシテ肩胛挽出 ヲ

終 リタル モ後續兒頭 ノ挽出頗ル困難 ニ シテ數囘

Veit-Smenlie氏 法 ヲ反覆施行セル折柄骨折音ヲ聞

キ,辛 ジヲ兒頭 ノ挽出ニ成功セルモ,時 既 ニ遲ク,

吾人 ノ努カバ酬 ヒラレズシヲ悲シイ哉,兒 心音 ヲ

聽取スル事能ハザ リキ.他 方胎兒娩出後1時 間以

上ヲ經過スルニ後産 ノ娩出ナク又Crede氏 胎盤壓

出法竝ニMojongabastou氏 胎盤剥離法ヲ試 ミタ

ルニ是 レ又奏効セザレバ遂ニ胎盤用手剥離法ヲ敢

行セリ.術 後子宮腔ノ「沃度アルコール」洗滌ヲナ

シ,右 側腟壁裂傷及ピ會陰裂傷ノ縫合ヲ行ヒテ處

置ヲ完了セリ.

産婦ハ産褥ニ入 リテ呼吸困難ハ頓ニ輕快シ,咳

嗽發作モ稀發スルニ至 リ,且 大シタ熱發モナク順

調ナル經過ヲトリ6日 目腟壁及ビ會陰ノ抜絲ヲナ

シ翌7日 日退院セリ.

胎兒所見　兒ハ女性ニシテ身長55cm,體 重3750g

ノ過熟兒ナリ.頭 圍36cm,胸 圍35cm、 畸型ナシ.

「レントゲン所見」 側面像ヲ見ルニ(第1圖)第

第1圖
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5頸 椎體ハ高度ニ破壊變形セラレ,棘 状突起 ト椎

體間ノ離開著明ナリ.又前後撮影像(第2圖)ニ 於

ヲハ第4, 5, 6頸 椎體 ノ椎體間軟骨圓盤ハ狹小 ト

ナ リ.第5頸 椎 體 ハ扁 平 ニ シテ,上 下 ノモ ノヨ リ

壓 平 セ ラ レタル 状 ヲ呈 シ,石 灰 陰影 ノ著明 ナ ル減

少 低下 ヲ認 ム.

第

2

圖

剖檢所見　胎兒娩出後1時 間半後ニ剖檢セリ.

大脳出血ハ認 メラレザルモ脳底部ニハ中等度 ノ出

血アリ.尚 ホ小脳天幕及ビ鎌状膜ニ小出血竈 ノ散

在セルヲ認ム.次 ニ頸部前面ヨリ注意 シテ頸椎ヲ

露出スルニ頸椎前結締織内 ノ出血顯著ニシテ,前

縱靱帶ハ斷裂セラレ(第3圖),「 レソトゲン所見」

ニ一致シテ第5頸 椎體ハ高度ニ破壊變形セラル.

此部 ノ脊髓ヲ精査スルニ其 ノ前面ハ機械的障碍ヲ

蒙 リ,脊 髓周圍ハ多量ノ凝血ヲ以ヲ圍繞サル.又

延髓下部ニ於テモ小ナル硬脳膜下出血ヲ認メ,之

ガ鏡檢ニヨリテ延髓實質内出血ヲ證明セリ.其 ノ

他ノ諸臟器ニハ著變ヲ認 メズ.

第

3

圖
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第2例

N. N. 29歳.第4囘 目産婦

(本 例ハ地方ノ一産婆ニヨリテ骨盤位分娩用手

挽出術 ヲ營マレタモノニシテ,其 ノ妊娠及ビ分娩

經過 ノ詳細不明ナルヲ遺憾 トスルモノナレドモ,

以下確實ナル知見 ノ大略ヲ記述 シ,大 方諸氏ノ御

諒察 ヲ講ハシ トス.)

家族歴　遺傳的疾患 ヲ認 メズ.産 婦ハ幼時ヨリ

健康ニシテ著患ヲ知 ラズ.既 往分娩3囘 ニシテ各

囘共満期平産ナリキ.兒 ハ現今10歳, 6歳, 4歳

ニ シテ孰 レモ健存ス.

體格中等.榮 養尋常,花 柳病 ノ既往症ナシ.初

潮16歳 ニ シテ爾來稍不規則ニ來潮,其 ノ持續5乃

至6日 間.經 血量中等量ニシテ凝血ヲ混ゼズ又月

經障碍ヲ訴ヘタル事ナシ.

妊娠及ビ分娩經過　最終月經ハ昭和9年8月 末

日ヨリ9月 初メニ跨 リ,平 素 ノ如ク來潮ス.爾 來

全ク無月經ニシテ悪阻症状ハ覺エザ リキ.産 婦ハ

妊娠中認ム可キ疾患ニ罹 リシ事ナク經過セシモ,

今囘 ノ妊娠ハ既往妊娠ニ比シテ腹部膨隆著明ニシ

テ,妊 婦月數ニ比シ子宮底高位ヲ占ムルニ拘ラズ

胎動 ノ自覺程度稍輕微ナルヲ以テ多少奇異 ノ感ヲ

抱キツヅアリタリト云 フ.昭 和10年4月15日 午

後何等認ム可キ誘因ナクシテ輕キ陣痛様發作發來

セルモ,産 婦ハ未ダ臨月ニ達セザル故ヲ以テ何等

意ニ介スル事ナク 平日ノ如ク家事ニ從事シ居タ

リ.然 ルニ陣痛ハ漸次規則正シク増張スルヲ以テ

切迫早産或ハ異常産ニハ非ズヤ ト思惟セラレ.直

ニ就床シテ産婆 ノ往診ヲ待ツ事 トセリ.數 時ノ後

産婆來訪シ外診 ニ先立チテ問診 ノ折柄,自 然破水

ヲ營 ミ,羊 水過多症 ヲ思ハシムル如 ク極 メデ大量

ノ羊水ヲ流出セリ.依テ直ニ横床位 トナシ 内診ス

ルニ右足 ノ先進スルヲ觸知セリ.續 イテ左足モ下

降 シ共ニ腟入口部ニ顯現スルニ至 レリ.産 婦ハ豫

期セザル切迫産ナルヲ以テ大イニ驚愕,周 章シ稍

不安状態ニア リ.シモ陣痛ハ規則正シク反覆發來セ

リ.然 ルニ分娩ハ遲々トシテ進行セズ,且 産婦ハ

焦燥シ腹痛ヲ訴ヘテ止マザレパ遂 ニ完全足位用手

挽出術 ヲ敢行セリ.

兒 ハ發育程度 ヨリ見テ胎齢9箇 月兜 ニ相當シ,

稍 小ナリシモ,子 宮口開大不充分ナ リシタメカ用

手牽引困難ニシテ相當 ノ強カヲ要シ,肩 胛挽出サ

ルル迄ニハ2時 間ヲ要シタリト云フ.此 時既ニ胎

兒ハ死亡セルモノノ如 シト.然 ルニ又後續兒頭ハ

反覆Veit-Smellie氏 法 ヲ施行スルニ拘ラズ容易ニ

挽出サレズ,尚 モ強カヲ以テ速了ヲ急ギタル折柄

再ピ羊水様 ノ液體多量ニ漏洩サルルヲ見タリ.之

ニ依テVeit-Smellie氏 法 モ比較的容易 トナリ兒頭

ノ挽出ヲ終 リタリ.即 チ胎兒ハ巨大ナル脳水腫ヲ

有シタルモノニシヲ之ガ菲薄ナル頭蓋 ノ斷裂ニヨ

リテ内容液ハ排除セラレ,殆 ド不可能ナリシ兒頭

娩出ヲ容易ナラシメタルモノナ リ.他 方産婦モ亦

胎兒娩出ニ相前後 シテ意識不明 トナリ,強 ク發汗

シ,胸 内苦悶ヲ訴ヘツツ不歸 ノ客 トナレリ.即 チ

恐ラク子宮破裂 ヲ惹起シテ死亡セシモノナラント

考ヘラル.

胎 兒所見　兒ハ男性發育程度ヨリ見テ9箇 月早

産兒 ニシテ月經年齢 ト一致ス.腹 部膨隆著明ナリ,

左 耳後方ニ於テ長サ數cmノ 頭蓋破裂部アリ.是

レ即チVeit-Smellie氏 法施行中ニ斷裂セシモノニ

シテ此部 ヨリ脳水腫内容液ヲ漏洩シ,以 テ兒頭 ノ

縮小 ヲ來シ,困 難ナリシ後續兒頭挽出ヲ容易ニシ

タルナリ.頭 蓋骨ハ脳水腫 ノタメ菲薄,伸 展セラ

レ,頭圍ハ約52cmヲ 算 シ,從テ又身長モ約50cm

ニ逹 ス.躯 幹四肢 ノ發育ハ前記 ノ如ク9箇 月兒ニ

相當 ス.

「レントゲン所見」 第5胸 椎體ハ略ボ中央部ニ

於テ離斷セラレ,著 シク變位シ,第5肋 骨ハ該胸

椎體 ノ下半部ニ附着ス.尚 ホ第4, 5頸 椎體ハ著シ

ク離隔シ,此 部ニ斷裂ヲ認ム.其 ノ他右側鎖骨ハ
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中央部ニテ骨折ヲ示 シ,斷 端 ノ變位著明ナ リ(第

4圖).

第4圖

剖檢所見　腹部ノ膨隆著明ニシテ波動 ヲ呈シ恰

モ腹水ヲ藏スル如 シ.依 テ直ニ開腹スルニ腹腔内

ニハ多量 ノ出血アリテ之 ヲ充満ス.肝 臟ハ甚シク

肥大シ,其 ノ被膜下ニハ小出血竈散在ス.尚 ホ肝

臓左葉前面ノ被膜ハ2錢 銅貨大ニ剥離セラレ,腹

腔内出血ノ源泉地 ト考ヘラル.其 ノ他 ノ内臟諸臟

器ニハ著變認 メラレズ.

3.總 括 竝ニ考案

緒言ニ於テ縷述 セシ如 ク分娩損傷(Geburtst

rauma)ハ 分 娩作 用ニ ヨ リテ新産 兒ノ身體 ガ

蒙 リシ各種 ノ障碍 ヲ意味 スルモノナ レバ,生

ゼシ損傷 ハ身體 内,外 ノ何 レニアル ヲ問 ハザ

ル モノナ リ.即 チ身體 表面 ノ軟 部,骨 骼,頭

蓋内ゴ内臟及 ビ神 經損傷等 ヲモ包括 ス可 キハ

勿論ナリ.然 ルニ一般ニハ分娩外傷ナル語ガ

使用セラルルタメ,此 外傷ナル字ニ禍サ レテ

カ,主 トシテ新産兒身體外表面ニ生ズル傷害

ノ ミニ用 ヒラルル傾 向 アルハ看過 シ得ザ

ル所 ニ シテ,恩 師八 木教授 ハ之 ガ誤解 ヲ

避 ケルタ メ外傷 ナル語 ノ代 リニ損傷 ナル

語 ヲ使 用 ス可 キモノナ リ ト強調 セラ レタ

リ.余 モ亦之 ニ從 ヒテ専 ラ損傷 ナル語 ヲ

使 用 シタルヲ以 テ茲 ニ敢テ一言 シタル所

以ナ リ.

頭蓋内損傷殊ニ頭蓋内出血或 ハ神經損

傷等 ニ關 シテ ハ既述 ノ如 ク諸 家 ニ ヨリ各

方面 ヨリ詳細ナル研究業績 ノ發表アリテ

殆 ド闡明 セラ レタル ノ感 ア レバ茲 ニハ唯

分娩損傷 トシテノ新産兒骨折就中稀有 ナ

リト云ハルル脊柱骨折竝ニ鎖骨々折ニ就

テ聊 力顧 ル所 ア ラ ン トス.

抑 々分娩損傷中新産兒骨折ニ就テノ出

現頻度 ニ關 スル報 告ハ 甚少 キモ ノ ニ シテ,

 Winkelニ ヨルニ新産 兒總數 ニ對 スル比 率ハ

上膊骨 々折 ニ於テハ5982人 中4人,鎖 骨 々折

ニ於 テハ6603人 中1人 ナ リ トシ, Liebmann

ハ1920-1929年 ノ10年 間 ニ於 ケル分 娩總

數16801例 ヲ調査 シ21例 ノ骨折例 ヲ認 メタ

リ ト記載 セリ.又 本症 ハ産科及 ビ外科領域 ニ

跨 レル興味 アル問題 ナ レバ外科 方面 ニ於 テモ

Langeノ 報 告 アリ.即 チ氏 ハ整形外科 入院

患者總數 ニ對 スル分娩時骨折患 者數 ノ比 率ハ

5537人 中12人 ニ シテ,總 テ大腿 骨 々折 ナ リ

シモ,唯1例 ニ於 テ下腿骨 々折 及 ビ頸椎 骨折

合併例 ヲ認 メ,更 ニ之等5537人 中143人 ノ不

具 兒童 ラ認 メ,其 ノ3%ハ 分 娩損傷 ニ基 因 セ

ル モノナ リ ト記述 セリ.
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次 ニ新産兒骨折 ヲ原因的 ニ見 ルニ,骨 系統

ノ疾患即 チOsteogenesis imperfecta, Ostitis

fibrosa或 ハ先天性黴 毒等 ニ基 因 シテ,又 ハ

妊婦 ガ妊娠 中ニ受 ケタル腹部外傷 ニ ヨリテ既

ニ分娩前 ニ骨折 ヲ來 ス事 アルモ,斯 カル例 ハ

極 メテ稀有 ニ屬 シ大多數 ハ分娩時 ニ惹起 セ ラ

ル ルモノナ リ.而 シテ此際第1例 ノ如 ク過熟

兒 ハ産道 ノ通過障碍 ヲ受 ケ易 ク,又 逆 ニ第2

例 ノ如 ク未熟 兒ハ骨發育不完全 ナルタ メ抵抗

弱 ク,從 ツテ容易 ニ損傷 セ ラルルモ ノナ リ.

就 中異常分娩特 ニ骨盤位挽出術 施行 ニ當 リ産

科的操作技術 ノ拙 劣,過 誤 ニ基 キテ發生 スル

事最 モ屡 ナ リ.其 ノ他稀 ニハ生後新産兒 ノ取

扱 ヒ殊 ニ粗暴 ナル蘇生術 ノ施行 ニ ヨリテモ骨

折 ヲ來 ス事 ア リ.即 チSchultze氏 振 盪法 ノ

應用 ニ ヨリテBurkhardハ 脊 椎損傷及 ビ脳脊

髓 出血 ヲ招來 シタル例 ヲ報告 セ リ.

故 ニ分娩後 ハ平産ナ ル ト難産或 ハ手術産ナ

ル トヲ問 ハズ何 レモ皆 系統 的 ニ細 心 ノ注 意 ヲ

以 テ新産兒 ヲ檢索 シ,疑 ハ シキ場合 ハ直 ニ「レ

ン トゲ ン」撮 影 ヲ行 ヒテ早期 ニ診斷 ヲ確定 シ

速 ニ適 當ナル治療 ヲ施 ス可 キモ ノニ シテ,徴

候 ノ出現 スル ヲ見テ周 章 シ或 ハ治療法 ヲ講 ズ

ルガ如 キハ既 ニ時期 ヲ失 シタルモノニ シテ産

科醫 トシテノ失態 モ甚 シク大 イニ批難 サル可

キモノナ リ.

以 下脊柱骨折及 ビ鎖骨 々折 ノ各 ニ就 テ記述

シ,聊 力考察 ヲ試 ミン トス.

新 産兒 ノ脊柱 ハ一部尚 ホ軟骨様 ナルヲ以テ

彈 力性 ニ富 ミ,ヨ ク撓 屈 ニ堪 フル モノナ レバ

比較 的強度 ノ屈 曲及 ビ捻轉 ニ ヨリテ モ損傷 サ

ルル事 少 キモノナ リ(Gott).故 ニ脊椎 管内

ニ於 テ硬脳膜外,脳 膜 間或 ハ脊髓 内出血 ヲ見

ダル場合 ニモ脊柱 損傷 ヲ證 シ得 ザル事屡 アリ

(Zappert). Schaferハ 剖檢 兒 ノ10%ニ 於 テ

斯 カル出血例 ヲ認 メテ之 ガ證明 ヲナ セリ.

實 驗 ニ ヨルニ新産 兒脊柱 ハ屍體 ニ於 テ成人

2人 ガ 反對側 ヨリ長軸 方向 ニ牽 引 ヲ加 フルニ

之 ヲ斷裂 セ シムル事能 ハズ. Rokitanskyハ

新 産 兒 脊 柱 ノ牽 引荷重 ハ60kgナ リ ト云ヘ

リ.然 ルニ其 ノ牽 引方向 ヲ轉 ズル事 ニ ヨリ又

之 ニ屈 曲或 ハ捻 轉 ヲ加 フル時 ハ極 メテ輕易 ニ

斷裂 ヲ來 スニ至ルナ リ.事 實其 ノ依 テ來 ル所

ノ原因 ハ子宮 口開 大不 充分 ナル際骨盤 卜兒頭

トノ不均衡 アル際 兒頭 ノ異常位置等 ニ際 シテ

限界以上 ノ牽 引 ヲ行 ヒタル時 ニ起 リ易 キハ勿

論ナル モMuller氏 法 又ハVeit-Smellie氏 法

ノ施行 ニ當 リテ其 ノ操作 ノ拙劣ナルニ ヨルモ

ノ多 シ. Sachsハ 既 ニ16例 ノ脊椎骨折 ヲ報

告 シ,内14例 ニ於 テハVeit-Smellie氏 法 ヲ

行 ヒシモ ノナ レ ドモ,孰 レモ皆 本操作 ノ拙劣

ナ リシタ メニ惹起 セ ラレタルモノナ リトハ云

ヒ得 ズ シテ,狹 小骨盤,巨 大兒及 ビ兒頭 ノ異

常位置 ニ ヨル脊柱 ノ過 度 ノ仲展状態 ニ負 フ所

大 ナ リ ト説述 セ リ.即 チ余 ノ第1例 ニ於 テモ

開 大不充分ナル子宮 口ヨリ過熟兒 ヲ牽 引挽出

シテ惹起 セラ レタ ル高度 ノ第5頸 椎體破壊例

ナル モ其 ノ操 作 ノ拙 劣ナ リシタ メニ起 リシモ

ノナ リ トハ云 ヒ難 シ.之 ニ反 シテ第2例 ニ於

テハ全 ク産婆 ノ操作拙 劣,過 誤ニ基 キテ惹起

セラ レタル胸,頸 椎骨折竝 ニ鎖骨 々折例ナ リ

ト云 ヒ得 べ シ.脊 柱 ノ斷裂 ハ骨盤 位挽出術 或

ハ内廻轉術 ニ於 ケル二次的挽出術 ノ際 ニ起 ル

モノニシテ文獻 ニ擧ゲ ラレタ ルモ ノノ大部 ハ

困難 ナル用手牽引 ニ績 發 セ シモ ノナ リ.而 シ

テ斷裂 ノ程度 モ種 々ニ シテ余 ノ例 ノ如 ク全 ク
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離斷 セルモノ ヨリ,剖 檢 ニ ヨリテ甫 メテ發見

シ得ル程度 ノ輕度 ノモノマデ多種多様 ナ リ.

 Liebmannハ 骨 盤位分娩 用手牽引術 ヲ施行 セ
ニ

シ453例 中107人 ノ死 亡兒 ヲ得,其 ノ内9例

ニ於 テ脊柱骨折 ヲ證明 セ リ ト記載 セ リ.一 般

ニ胸椎骨折 ハ頸椎 骨折 ニ比 シテ頗 ル僅 少ナル

モノニ シテSachsガKonigsberg Klinikニ

於 テ1917年 迄 ノ10年 間 ニ得 タ ル16例 ノ脊

柱斷裂例 中13例 ハ頸椎 ニ, 3例 ハ胸 椎 ニ骨折

ヲ認 メタルナ リ.其 ノ成因 ヲ考 フル ニ胸 椎骨

折 ハ肩胛挽出 ニ際 シ固定強 ク,不 動 ニ シテ操

作困難 ナル時 ニ見 ル事 多 ク,頸 椎骨折 ハ兒頭

ノ牽引挽出 ニ當 リ過度 ノ伸 展,屈 曲,捻 轉等

頸椎 ノ荷重 ヲ大ナ ラ シ メ テ起 ルモ ノ ナ リ.

 Sachsハ 之 等 ニ就 テ次 ノ如 ク説 明セ リ.即 チ

屈曲ハ頸部 ガ骨盤誘導線 ニ一致 シテ耻骨縫際

ニテ變 曲スル時肩 胛上 ノ術 手ガ強壓 ヲ及 ボシ

テ増強サ レ,又 耻 骨縫際 ガ前 方 ヨ リ頸椎 ヲ斜

方向ニ壓 シテ起 ルモノナ リ トシ,捻 轉 ハ頭部

ノ廻轉 ニ當 リテ術者 ガ不知 ノ間 ニ犯 スモノナ

リト述 べタ リ.斯 ク シテ頸椎 ノ牽引過度 トナ

リテ強ク緊張,伸 展 スル時 ハ脊柱前彎症 ヲ起

シ比較的速 ニ斷裂 ヲ來 スニ至 ルナ リ,故 ニ脊

柱前 方ニ見 ル事多 キ理 ナ リ.此 際先 ヅ脊椎前

縱靱帶 ノ斷裂 ヲ來 シ續 イテ椎體 間軟骨圓盤 卜

椎骨間 ノ離 開或ハHofmeierガ 最 モ屡 ナ リ ト

云ヘル如 キ椎體 ノ斷裂 ヲ起 スモ ノナ リ.

脊 柱斷裂 ノ好發部位 ハ第5乃 至第7頸 椎 ニ

シテ就中第6頸 椎 ニ最 多ナ リ ト云 ハル.其 ノ

理 由ハHofbauer, Czyzewitzニ ヨルニ第6頸

椎 ノ上下 ノ骨端結合 ガ容易 ニ離斷 サ レルタメ

ニ シテ
,又 第6, 7頸 椎 間 ノ椎體間軟骨圓盤 ノ

幅員ガ第5, 6頸 椎 間 ノ夫 レノ2倍 ヲ占ムルタ

メナ リ ト云 ハル.其 ノ他Stolzenbergハ 頸 椎

損傷 ノ大部 ハ主 トシテ側頸椎關節 ノ關節膜破

碎或 ハ黄色靱帶隣接部 ノ破綻又 ハ軟骨層 中ノ

椎體 斷裂 ナ リ ト記述 セ リ.

周 知 ノ如 ク脊柱損傷 ノ豫後 ノ不良 ナル事ハ

多言 ヲ要 セザル所 ニ シテ,直 接兒 ノ死 亡率 ノ

多寡 ニ關係 スルモノナ リ.而 シテ何 レノ例 ニ

於テ モ頭蓋内 ニ高度 ノ出血 ヲ認ムル事 ハ頭蓋

内損傷 ト同様 ナル モ之 ニ比 シテ遙 ニ豫 後ハ不

良ナ リ.若 シ辛 ジテ生産 スル事 ヲ得 タ リ ト雖

モ其 ノ大部 ハ早晩死 亡スル モノニ シテBirn

baumハ 之 ガ徴候 卜シテ心臟作業能 力遺殘 ス

ルニ拘 ハ ラズ呼吸運動 ノ休止 ヲ認 ムル事 ヲ以

テ特異 ナ リ ト論 ゼ リ.

鎖 骨 々折 ニ就 テハ文獻 ヲ徴 スルニ外國 ニ於

テハ稍多 キモノノ如 ク記 載セ ラル ルモ,本 邦

ニ於 テハ,本 年中島ニ ヨリテ發表 セラ レタル

『自然分娩 兒ニ起 レル鎖 骨 々折 ノ2例 』 ヲ以

テ嚆矢 トナス.而 シテ本症 ハ脊柱 損傷 トハ異

リテ頭 位分娩 ニ於 テ頻發 シ,骨 盤位分娩 ニ於

テハ却 テ僅少ナ リ.故 ニ之 ガ報告 ヲ探索 スル

モ骨盤位分娩 トノ關係 ニ就テ記 載 セルモノ甚

尠 シ.即 チNoellハ 骨盤 位分娩425例 ヲ取扱
ミ

ヒ11例 ニ於 テ 鎖骨 々折 ヲ認 メタ リト報告 セ

ルモ,他 方1000例 ニ於 テ1例 ヲモ經驗 セズ ト

記載 セル者 モア リ.又Amreichハ 本 症 ハ後續

兒頭挽出術 ノ施行 ニ當 リテMartin氏 法 ヲ應

用スル事 ニ依 リテ惹起 サ レ易 キモノニ シテ,

 Veit-Smellie氏 法 ノ應用ニ ヨリテハ操作 ノ拙

劣 ナ ラザル限 リ稀 ニ見ル モノナ リ ト述 べ,屍

體 實驗 ヨリシテ其 ノ成因 ヲ次 ノ如 ク説 明 セ

リ,即 チ第1肋 骨 ハ分娩時未 グ化骨不充分 ニ

シテ多分 ノ軟骨質 ヲ含有 ズル ヲ以 テ彈 力性 ヲ
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有 スルモ,鎖 骨 ハ既 ニ化骨著明 ナ レバ比較的

脆弱 ニ シテ之 ニ依 リテ壓迫,骨 折 ヲ來 スモノ

ナ リ ト.故 ニ氏 ハ本症 ヲ避 ケルタ メニハ兒脊

ノ術 手 ノ示,中 指 ヲバ可及的脊柱 ニ密接 シテ

Veit-Smellie氏 法 ヲ施行 ス可 キモノナ リ ト提

唱 セ リ.余 ノ第2例 ニ於 テ得 タル鎖 骨 々折 ハ

骨盤 位分 娩用手牽 引術 ニ ヨリテ惹起 セ ラレタ

ル モノ トシテハ本邦唯 一ノ症例 ニ シテ, Veit-

Smellie氏 法 施行 ノ頗 ル困難ナ リシタ メ暴 力

ヲ用 ヒ,又 拙 劣ナル操 作 ニ因 リテ惹起 セラ レ

タルモ ノ ト思惟 セラル.

次 ニ頭 位分娩 ト本症 トノ關係 ヲ見 ルニ初産

婦 ヨ リ經 産婦 ニ多 ク,又 分娩時前方即 チ耻骨

縫際下 ニ アル鎖骨 ハ後方即 チ會陰上 ニアルモ

ノ ヨリ骨折 ヲ見 ル事多 キモ ノナ リ.其 ノ頻度

ハMuus (1903)ハ1.3%ナ リ ト云 ヒ, Hauch

 (1905)ハ0.67%ナ リ ト云 フ.然 ルニ1928年

Adlerハ2000例 ノ 自然分娩 兒ニ就 テ精査 シ,

内600例 ニ於 テハ骨膜 下骨折 ヲ看過 セヌタ メ

「レン トゲ ン」檢査 ヲ併用 シタルニ4囘 目産婦

ニ於 ケル體 重4320g,身 長56cmノ 巨大 兒ノ

前 方鎖 骨 ニ於 テ唯1例 ヲ發見 シタル ノ ミニシ

テ,氏 ハ依 ツテ本症 ハ在 來 ノ成書 ノ記載 ニ反

シ甚稀 ニ見 ル モノニシテ,且 注意 シテ會陰保

護 ヲ施行 スル事 ニ ヨリテ避 ク得 可 キモ ノナ リ

ト論述 セ リ.其 ノ後米國 ニ於 テDavie und

 Stevens (1930)ハ 新 産 兒702例 ノ 「レン トゲ

ン」檢査 ニ ヨ リテ4例 ノ鎖骨 々折 ヲ發見 セ リ

ト報告 セ リ.

鎖 骨 々折 ノ部位的關係 ニ就テ ハ諸 家 ニ依 リ

意 見 ヲ異 ニ シ,一 部 ノ者 ハ中央,一 部 ハ外1/3

ノ部 ニ來 ル事多 シ 卜稱 セラル.而 シテ其 ノ症

状 ハ僅微 ナルカ或 ハ全 ク之 ヲ缺如 スルモノナ

レバ診 斷ハ甚 困難 ニ シテ看過 スル事多 キモノ

ナ レドモ變位 セル鎖骨端 ニ ヨリテ血 行阻止 ヲ

起 シ或 ハ氣管 ヲ壓 シテ高度 ノ呼吸障碍 ヲ來 ス

事 アリ(Doderlein).一 般 ニ鎖 骨 々折 ハ無害

ニ シテ治癒 シ易 キモノナ レバ特 ニ治療 ヲ要 セ

ザ ル事多 キモ新鮮 ナル モノニ對 シテハ絆創膏

ヲ以 テ固定 シ,假 骨 形成 アルモノニ對 シテハ

「マ ツサー ジ」ヲ應 用 ス レバ可 ナ リ.

4,結 論

要之,分 娩 ハ妊娠 ノ終極 ニ於テ母兒兩者ガ

分離 スル作用 ニシテ,之 ヲ臨牀的 ニ觀察 スル

ニ母兒 ノ生命,保 健 ナル見地 ヨ リシテ畢竟一

ノ損傷 ヲ兩者 ニ及 ボスモ ノナ リ ト云 ヒ得ベ シ.

就 中新産 兒ニ對 シテハ母體 ヨリモ遙ニ大ナル

損傷 ヲ及 ボスモノニ シテ,其 ノ際死亡スルモ

ノ甚 多 ク,假 令,生 産 スルモノニ於テモ分娩

ノ難 易 ニ ヨリテ種 々ナル後遣障碍 ヲ惹起 シ,

將 來社會問題 或ハ大 ニ シテハ一國國力問題 ニ

影響 スル所甚大 ナ リ.故 ニ之 等新 産兒竝ニ母

體 ニ及 ボス損傷 ヲ可及的減少 セシメ ン トスル

ハ我 ガ産科學 ノ要 旨ニ シテ,又 實 ニ吾人産科

醫 ノ當然 ノ職責ナ リ.依 ツテ分娩指導 ニ際 シ

テハ機宜 ニ適 シテ凡ユル豫防的操作 ヲ講 ジ,

且最 モ嚴粛 ナル態度 ヲ以 テ之 ニ當 リ,以 テ母

兒兩者 ノ幸福 ヲ全 ウス可 キモノナ リ.

余 ハ此趣 旨ニ基 キテ新産 兒分娩損傷問題就

中新 産兒骨折 ノ「レン トグ ン」學的探究 ニ從事

シ,稀 有ナ リ ト云 ハルル脊椎骨折及 ビ鎖骨 々

折例 ニ遭遇 シタルヲ以 テ茲 ニ記載 シ,分 娩介

助上 ノ参考 ニ供 セ ン トシタル次第 ナ リ.

210



新産兒 ノ「レントゲン」學的研究(第4報) 1225

擱筆 スルニ當 リ終始御懇篤ナル御指導竝 ニ

御校閲ノ勞 ヲ腸 リタル恩師八木教授 ニ衷心謹

ミテ感謝 ノ意 ヲ表シ.尚 ホ甚大ナル御好意 ト

御助言ヲ腸リシ「レントゲン」科武田助教授 ニ

深謝ス.

本論文ノ要旨ハ昭和11年2月 第47囘 岡山

醫學會總會及ピ同年4月 長崎 ニ於ケル第34囘
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